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しきさいえほん（しきの音）

まえがき
私は、日本という国に生まれたこと、幸せだと思っています。

四季折々の風景や季節の行事

自分が慣れ親しんだ日本独自の文化・・・などなど、

自分の体の中に流れていることが分かった今、自分が伝えることが、

あるような気がして、何か形にすることで、発信することができないか

と思いました。

 

私は、大人・子供関係なく、何かを、感じていただけるものを

作っていきたいと思っています。

そこにあるだけで、何かが生まれるって凄いことだとおもいます。

私は、いつでも、わくわく・どきどきできることを探しています。

私が楽しくないと人も楽しくないと思うんです。

今ここにだせるものが、今の自分だと思っています。

これからも、どんどん進化し続けたいと願っています。

こんな私を一度みてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あさの　まさこ

 





はる

はるがめざめる



なつ

なつがはじける





あき

あきがまいおどる





ふゆ

ふゆがしずかにねむる
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